
こころ豊かで
持続的な社会の創造をめざして

　2020 年 10 月、花王芸術・科学財団は設立 30 周年を迎えました。これもひとえ

に財団の運営にお力添えをいただきました理事、監事、評議員、選考委員の皆さ

まや関係各所の皆さまの温かいご支援の賜物と、改めて深く感謝申し上げます。

　この 30 年間を振り返るとともに、未来に向けて更なる発展を祈念して、財団の

30年の歩みを記録した冊子を発行することにいたしました。

　1990 年 10 月に、花王株式会社 100 周年の記念事業として、こころ豊かで持続

的な社会の創造に貢献する一助として、美術・音楽の助成支援を目的とする財団

を設立いたしました。

　その後、1997年４月には従来の芸術支援を発展的に継続しつつ、さらに科学技

術分野の研究支援へも事業を拡大し、「表面の科学」分野での基礎的、独創的な科

学技術研究を行なう若手研究者の助成、顕彰を行なってまいりました。

　また、当財団の特徴的な事業として、芸術文化と科学技術の枠組みにとらわれ

ない文理融合への研究支援として「睡眠」や「顔」、「家族」といった多様なテーマを

取り上げ、文と理の視点からその融合した領域についてシンポジウムを開催して

まいりました。

　こころ豊かな社会創造には芸術文化と科学技術の両輪の発展は欠かせません。当

財団は、芸術と科学の事業を合わせ持ち、且つその融合をめざす財団として、こ

れからも日本の未来を拓く一助となるよう、着実に活動を続けてまいりますので、

引き続き温かいご指導とご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。

公益財団法人 花王芸術・科学財団
理事長

尾﨑 元規

ご あ い さ つ
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当財団は、平成2年10月に花王株式会社100周年を記念して、

「財団法人 花王芸術文化財団」として設立されました。

当時の日本は、めざましい経済発展のもと、

人々は物質的な豊かさを享受する一方で、精神的な潤いを求め、

芸術文化活動の充実が強く望まれた時代でもありました。

このような時代背景のもと、花王株式会社は、

芸術文化活動支援の恒久化と一層の充実を図るため、

当財団を設立するに至ったものです。 

発足以来、美術・音楽を中心に芸術文化活動への助成を幅広く行ない、

平成9年4月には、従来の芸術文化活動支援を発展的に継続しつつ、

さらに広く科学技術支援へも事業を拡大し、

名称を「財団法人 花王芸術・科学財団」に変更いたしました。

平成20年12月施行の公益法人制度改革により、平成22年10月に公益認定を受け、

名称を「公益財団法人 花王芸術・科学財団」に改めました。

花王芸術・科学財団は、美術、音楽を中心に芸術文化活動を助成し、

文化生活の充実、生活の彩り、美しい感性の育成を目指すとともに、

科学技術分野の支援を通じて、若い研究者の育成に努め、

ひいては日本の芸術文化と科学技術の振興及び発展向上に、

お役に立ちたいと願っております。

財
団
の
ご
紹
介

公益財団法人 花王芸術・科学財団

The Kao Foundation for Arts and Sciences 

 

平成 2年（1990年）10月8日

平成 9年（1997年）4月1日

平成22年（2010年）10月1日

 

内閣府 

 

48億円 

 

芸術文化と科学技術への助成及び研究者の顕彰、

文理融合分野の研究への支援を通じて、

日本の芸術文化と科学技術の振興及び発展向上に

寄与することを目的としています。 

 

1.美術館等が開催する美術展覧会への助成

2.音楽を中心とした舞台芸術公演への助成

3.芸術文化及び科学技術に係わる研究への助成

4.芸術文化及び科学技術に係わる研究への顕彰

5.芸術文化や科学技術の枠組みにとらわれない

　文理融合分野への支援及びシンポジウムの開催

6.その他この法人の目的を達成するために必要な事業

 

〒103-8210

東京都中央区日本橋茅場町1丁目14番10号（花王本社内）

TEL：03-3660-7055

FAX：03-3660-7994 

名 称

設立年月日

主 務 官 庁
 

基 本 財 産
 

目 的

事 業 内 容

 

所 在 地

設 立 趣 旨 財 団 概 要

財団法人 花王芸術文化財団設立

名称を財団法人 花王芸術・科学財団に変更

公益財団法人に移行

名称を公益財団法人 花王芸術・科学財団に変更 

設
立
趣
旨
／
財
団
概
要
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特別顧問
宇井 理生 東京大学・北海道大学 名誉教授

海老澤 敏 音楽学者、尚美学園大学大学院 名誉教授

理事

尾﨑 元規 花王（株） 前取締役会会長

國武 豊喜 九州大学 特別主幹教授

黒木 登志夫 日本学術振興会学術システム研究センター顧問、WPI プログラムディレクター

小安 重夫 理化学研究所 理事

中村 孝義 大阪音楽大学 理事長

雪山 行二 富山県美術館 館長

石渡 明美 花王（株）執行役員

監事
浅田 永治 公認会計士

吉岡 和幸 花王（株）

評議員

今井 通子 医学博士、登山家

植木 浩 元文化庁長官、学習院女子大学 名誉教授

織作 峰子 大阪芸術大学 教授、写真家

正田 修 （株）日清製粉グループ本社 名誉会長相談役

濱口 博史 弁護士

原島 博 東京大学 名誉教授

村上 陽一郎 東京大学・国際基督教大学 名誉教授

武馬 吉則 花王（株） エグゼクティブ・フェロー

竹安 将 花王（株） 執行役員

選考委員
（美術分野）

◎古田 亮 東京藝術大学 大学美術館 准教授

京谷 啓徳 学習院大学文学部 教授

小池 寿子 國學院大學文学部 哲学科 教授

芳賀 満 東北大学 高度教養教育・学生支援機構 教授、総長特別補佐（共同参画担当）

渡部 葉子 慶應義塾大学アート・センター 教授

選考委員
（音楽分野）

◎善積 俊夫 （一社）日本クラシック音楽事業協会 参与

飯森 範親 指揮者

西原 稔 桐朋学園大学 音楽学部 教授

樋口 隆一 音楽学者、指揮者、明治学院大学 名誉教授

平野 昭 音楽学者、元慶應義塾大学 教授、静岡文化芸術大学 名誉教授

選考委員
（化学・物理学分野）

◎西出 宏之 早稲田大学理工学術院　特任研究教授

相田 卓三 理化学研究所 創発物性科学研究センター (CEMS）創発ソフトマター機能研究
グループ グループディレクター、東京大学大学院工学系研究科 教授

青野 正和 物質・材料研究機構 名誉フェロー

川合 眞紀 自然科学研究機構分子科学研究所 所長

下村 政嗣 公立千歳科学技術大学理工学部 特任教授（兼）地域連携センター 副センター長、
北海道大学・東北大学 名誉教授

選考委員
（医学・生物学分野）

◎吉森 保 大阪大学 栄誉教授、生命機能研究科長

天谷 雅行 慶應義塾大学医学部 医学部長、皮膚科 教授

岡部 繁男 東京大学大学院医学系研究科・医学部 神経細胞生物学 教授

仁科 博史 東京医科歯科大学 難治疾患研究所 教授

柳田 素子 京都大学大学院医学研究科 腎臓内科学 教授

選考委員
（奨学支援
「花王佑啓奨学金」）

◎塚田 捷 東京大学 名誉教授 

相田 卓三 理化学研究所 創発物性科学研究センター（CEMS）創発ソフトマター機能研究
グループ グループディレクター、東京大学大学院工学系研究科 教授

中村 元一 花王（株）　　

長谷 正 花王（株）　

理事長

常務理事

◎は選考委員長

事 業 体 系 と 運 営 体 制 役 員 ・ 評 議 員 ・ 選 考 委 員  （2020年4月1日現在／敬称略・五十音順）
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公益財団法人 花王芸術・科学財団

助成事業
（公益目的事業1）

顕彰事業
（公益目的事業2）

運営体制

スタッフ

事務局次長

事務局長

事務局

理事

常務理事 （業務執行理事）

理事長 （代表理事）特別顧問

理事会

助
言

諮問委員

資金運用責任者

運用諮問会

選考委員

選考委員長

選考委員会

評議員会監事

事
業
体
系
と
運
営
体
制
／
役
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選
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芸
術
分
野

科
学
分
野

財 団 の 歩 み

拠出ベースにて表記

拠出ベースにて表記

財
団
の
歩
み

76

※１　文化庁創立50周年記念表彰 ： 文化庁創立50周年を記念して、永年にわたり文化芸術分野
において多大な功績をあげたことを表彰されました。 （当財団も加盟する「芸術文化助成財団協
議会」の会員23団体の一員として、それぞれに行う事業の功績が称えられ表彰）

※3　美術に関する研究奨励賞 ： 美術研究の振興と若い研究者の育成を目的に、美術に関する
専門的研究で一定の成果を挙げた、40歳以下の研究者、美術館の学芸員、大学関係者等を対象
に贈呈。（受賞者 P.56参照）

※2　野村良雄記念研究奨励金 ： 故 野村良雄氏（元東京藝術大学名誉教授、元東邦音楽大学
学長）のご遺志として、平成６年に音楽研究への支援を目的とした寄付100万円を受領。音楽の研
究助成対象者の中から最優秀者に、財団助成金に加え「野村良雄記念研究奨励金」として10万円
（一律）を贈呈。（受賞者 P.54～55参照）

※４　国際会議助成 ： ～2005年まで 「生命、物資・材料、情報、環境」の分野、2006年～「生命、
地球環境、物質・材料、文理融合」の分野において日本で開催される国際会議へ助成。

設立発起人会の様子 文化庁長官からの設立許可書交付の様子 美術に関する研究奨励賞の記念写真 文化庁創立50周年記念表彰　表彰状

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 20201990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004

『花王科学奨励賞』に変更

シンポ
ジウム ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ロゴ

● ●

● ●

公益財団法人へ移行 花王㈱から25億円寄附（基本財産48億円に）

財団15年史刊行 文化庁より表彰 ※１

国際会議助成 ※４

顕彰事業 『花王研究奨励賞』 
「表面の科学」・「皮膚の科学」

 「表面の科学」　　　　　　の＜化学・物理学分野＞＜医学・生物学分野＞ 『花王科学賞』に変更

花王佑啓奨学金

財団名

運営
● ●

●

1990年10月8日 財団設立 1997年4月1日 科学技術分野統合

ホームページ開設花王㈱からの寄附25億円（うち、基本財産23億円）

財団法人 花王芸術・科学財団 公益財団法人 花王芸術・科学財団

助成事業 「音楽研究の助成」

助成事業 「音楽公演」

助成事業 「美術研究の助成」

顕彰事業 『美術に関する研究奨励賞』 ※3

助成事業 「美術展覧会」

 研究助成 

「表面の科学」・「皮膚の科学」
 「表面の科学」　　　　　　の＜化学・物理学分野＞＜医学・生物学分野＞

助成事業 「音楽創作」

野村良雄記念研究奨励金 ※2

助成事業 「美術の出版助成」

財団法人 花王芸術文化財団



「 財 団 設 立 」を 振 り か え っ て は、生活必需品を提供する花王としても、豊かな暮

らしを支える芸術文化への支援を通じた消費者への

還元のひとつととらえており、長く継続したいと考

えていました。そんな願いから、花王 100 周年記念

に合わせて、平成 2（1990）年に財団を立ち上げたの

です。

石渡　財源はどのように考えられていたのでしょ

うか。

渡邉　財源の面では、設立から花王が経常利益の1％

を 7 年間寄付して 25 億円の財団にしました。よく財

団の資金源として、株式を譲渡されるケースもあり

ます。しかし会社は当時、自社株をそれほど所持し

ておらず、現実的ではありませんでした。いや、そ

れ以上に、財団の活動は恒久的であってほしい、と

いう強い願いがありました。財源が株式では業績や

景気などに左右される可能性があります。長く安定

して活動するためには、寄付金を積み立てた基本財

産による運営が欠かせないと考えていたのです。

石渡　美連協での活動の延長から、まずは文化活動

の支援に注力されたのですね。のちに科学分野への

支援も始まりますが、設立当初からその分野も盛り

込んでいく構想はありませんでしたか？

渡邉　当時、企業による社会貢献は「メセナ活動」（企

業による文化・芸術活動の支援）が主流でしたし、科

学分野への支援となれば、研究助成を実施すること

になります。研究は本来、自社の商品開発（自社利

益）などのために行なうもので、申請許可は難しいと

いわれていました。しかし、当時の社長の丸田芳郎

さんは、花王の社員には研究員が多いことなどから

も、科学分野に対する社会への貢献は、必要だと考

えられていたのです。科学財団の立ち上げには、「思

想」と「理念」が必要です。何をやるかを明確にしてい

き、数年かけて検討した結果、文化・芸術と科学分

野の両視点を盛り込んだ「人間と科学の融合」という

難しいテーマが見えてきました。そうしていま、財

団が標
ひょうぼう

榜する「文・理を融合した総合的な問題解決」

を志すことになりました。このあたりの事情は、常

盤文克さん、美濃順亮さんがお詳しいと思います

（P.10、P.11 参照）。

石渡　渡邉さんが設立に尽力されてから30周年の節

目となりますが、財団に対する今後の期待について

は、いかがでしょうか。

渡邉　私が深く関与していた財団における芸術文化

の側面からお話しすると、30年が経ち、社会や経済

環境が変化している中で、企業による日本の文化貢

献とは何か、という本質に立ち返って考えてみても

いい時期ではないかと思います。すると、おのずと

財団の課題も浮かび上がってくるはずです。テーマ

設定は適切か。助成対象として質はどうか。グロー

バルに取り組むべきなのか。あるいは現在、インター

ネット発の音楽・映像文化の影響力も高まっていま

すが、そうした従来と異なる分野についてはどう考

えるかなどです。いま日本は長い低金利政策のため

財団運営は壊滅的な影響を受け、助成不可能な時代

に直面しています。それだけに財団の活動を長年、

本業と離れ、草の根で続けてきたことは誇りだと思っ

ています。ささやかな社会貢献である花王芸術・科

学財団が健全に持続しうる世の中であってほしいと

願うばかりです。

石渡　本日はありがとうございました。

公益財団法人 花王芸術・科学財団は今年、設立から

30周年を迎えました。平成2（1990）年10月、花王100

周年を記念して設立した財団法人 花王芸術文化財団

は当初、美術や音楽など芸術文化活動への支援に取

り組んでいました。どのような思いから当財団は誕

生したのか――。花王の幹部として設立に手腕を発

揮し、評議員を 10年務めた、渡邉正太郎さんにうか

がいました。

石渡　本日はお越しいただき、ありがとうございま

す。さっそくですが、当時の話をお聞かせください。

財団設立の経緯から教えていただけますか。

渡邉　前身となる活動として、美術館連絡協議会（美

連協）という組織が昭和57（1982）年に読売新聞グルー

プの呼びかけで始まり、花王と読売新聞グループが

毎年1億円ずつ拠出することで運営していました。当

時の花王は、いまも会社を支えるヒット商品に恵ま

れ、成長を遂げていた時期でした。一方で社会的に

は、高度経済成長が落ち着き、環境問題や社会問題

が起こり、企業は利潤を追求するだけでよいのか、

ということが叫ばれていました。精神的な潤いを多

くの人が求めていたのでしょう。全国各地に美術館

やコンサートホールなどの建設が相次いだのもこの

頃です。とはいえ、そこに展示する美術品は少なく、

建物は立派でも中身の充実感がありません。そこで

美連協の活動の一環として、外国などから著名な絵

画を借り、全国各地を巡回する美術展や、美術館の

学芸員が調査研究を深められるよう、海外研修を支

援していました。特に学芸員の海外派遣は合計で100

人近くに上り、いまでも大変感謝されています。ほ

かにも花王は管弦楽団を海外から招いたり、オーケ

ストラの支援をしたりしていました。こうした活動
花王芸術・科学財団  常務理事 兼 事務局長
花王株式会社  執行役員

花王芸術・科学財団  元評議員（1990年11月～2000年6月）
花王株式会社  元代表取締役副社長

渡邉 正太郎 石渡 明美

心豊かな生活を支える
恒久的な活動を心から願って
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科 学のさらなる発 展へ
文と理の積極的な融合に期待
芸術文化に対する支援活動からスタートした当財団

は平成 9（1997）年、科学分野への支援を加え事業を

拡大しました。以来、芸術文化と科学技術、そして

文・理を融合する総合研究の支援を通じた社会貢献

に取り組んでいます。活動範囲の拡大にはどのよう

なねらいがあったか――。元理事長の常盤文克さん、

組織の再編に力を注いだ美濃順亮さんにうかがいま

した。

常盤　財団が芸術文化と科学技術の支援に加え、文・

理を融合した総合的な問題解決を標
ひょうぼう

榜する考え方を

盛り込んでいく背景には、花王の研究体制も影響し

ています。その話から始めていきましょう。科学分

野への支援の始まりとも関係して、財団の成り立ち

を理解しやすいと思います。さて、昭和55（1980）年

のことですが、花王は基礎研究の充実をめざし、「花

王基礎科学研究所」を設立しました。当初は花王の研

究員が大学に赴く研究留学が盛んでしたが、次第に

大学の先生方をお招きして社内で研究を行なうよう

になります。基礎研究は花王の力だけでは深められ

ない部分もあり、外部の力をお借りしようと考えた

のです。

美濃　基礎科学研究部門のうち、事業と距離を置い

て純粋な基礎研究に取り組んでいたグループの中に

は、花王の基盤となる化学だけでなく、物理学、生

物学、数学、情報学などの専門があり、分野を超え

た交流を行なっていました。特に有機化学、物理学、

生物学の分野では世界的に著名な方々を招
しょうへい

聘し、一

緒に研究に取り組んでいたこともあるのです。

常盤　すばらしい先生方に恵まれたのはこの時期、

社員の皆さんの努力から生まれた優れた商品や真摯

に取り組んできた研究の成果によって、花王が社会

的に認められてきたことが大きいと思います。平成

元（1989）年になると、基礎科学を研究していたいく

つかの研究所を合併し、「文理科学研究所」と命名し

ました。「文理」を冠したのには理由があります。科

学技術をより広く深く認識するには、自然科学を研

究対象とする「理科」だけでなく、人間の活動をとら

えていく「文科」の視点が必要だと考えたのです。双

方から科学の探究を深めた先に、新しいモノを生み

出す種があるのではないかと期待しました。研究対

象は「人間」で、モノと人間の関係に焦点を当てた研

究分野は多岐にわたります。社内のこうした動きが

進む一方で、会社や事業と一線を画す、中立の立場

で科学の発展に寄与していく必要性も感じており、

財団の設立をめざしました。その際も文理融合を掲

げたため、既存の芸術文化財団と歩みを共にするこ

とになるのです。

美濃　こうして平成 9 年、芸術文化と科学技術を融

合するユニークな財団が誕生します。しかし思い出

すのは、官庁への説明が大変だったことですね。芸

術文化と科学技術を分けた財団でもよいのでは、と

いう指摘がまずありました。

私たちは両者が一体化してこそ意義があると考えて

いましたから、レオナルド・ダ・ビンチを例にこう

いう話をして説得したのです。――産業革命以降の

近代、科学は専門を細分化したことで発展を遂げた

が、それが進みすぎると多様性を失い、壁にぶつかっ

ていく。そのためこれからの科学の発展には、専門

が分かれていなかった時代への回帰が必要ではない

か。それは画家であり、科学者でもあったダ・ビン

チのような取り組み方だ。科学と芸術は互いを補う

関係にあり、自然との触れ合いから生じた感動に誘

発される「なぜ？」と思う疑問から「自然科学」が、美

意識から「芸術」が芽生えると考えられる。だからこ

そ、分け隔てない交わりが大切だと訴えたのです。

当時の事務局長・笠原秀夫さんの尽力もあり、相手

担当官も理解を示してくれました。懐かしいエピソー

ドです。

常盤　こうした意思を受け継ぎ、財団では文理融合

をテーマに科学と芸術分野から有識者を招いて、公

開シンポジウムを開催していますが、できればもっ

と、世間に問題を提起する仕掛けがあるといいです

ね。何かテーマを掲げ――たとえばAI（人工知能）の

問題を文科の先生と、理科の先生が同じテーブルで

議論し合うなんてどうでしょうか。立場の異なる者

同士が議論したら、新たな発見や発想が生まれてく

るかもしれません。

美濃　あるいは、文理融合の接点に恵まれない分野

や領域はまだあるので、財団がそれらを「つなぐ」

役割を担えると、より社会の発展に寄与できるので

はないでしょうか。今後、社会という池に投げ込ん

だ石が波紋を広げていくような活動にも期待してい

ます。

常盤　世の中への発信も大切ですからね。設立から

30 年が経ち、財団の基盤――意欲ある人たちが集う

活躍の場が確立できたと思います。こうした社会貢

献は花王の誇りです。ぜひ社員の皆さんも注目して

ほしい。その基盤を跳躍台とし、文理の融合や人と

のつながりを積極的に生み出しながら、さらにその

先へと飛躍してほしいと願っています。

花王株式会社  元取締役
花王基礎科学研究所  元所長

花王芸術・科学財団  元理事長 （1996年6月～2000年6月）
花王株式会社  元代表取締役社長

美濃 順亮常盤 文克

「 科 学 統 合 」を 振 り か え っ て
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　花王芸術・科学財団設立 30 周年をお迎えになられ

ました事を心よりお慶び申し上げます。

　芸術・科学という重要かつ専門的分野への活動支

援を 30 年の長きにわたりご継続されたことに敬服い

たしております。当館が貴財団からの助成をいただ

きましたのは 1998 年の海外作家を招いての展覧会に

始まります。小規模な私設美術館ですが、展覧会の

企画内容は時代を見つめ作家を厳しく選考して開催

してまいりました。開館以来 26 年の歴史で 150 回を

超える企画展を開催し、財団より助成していただき

ましたのは 10 展を数えます。助成をいただきました

展覧会はどれも記憶に残るものばかりですが、特に

2000 年の展覧会では作家（絵画・インスタレーショ

ン）2 名と著名な美術評論家 1 名をドイツから招き、

展覧会とトークイベントの開催というレベルの高い

内容での企画が実現し、反響も大きくとても勇気づ

けられました。私設美術館として今日まで自信を持っ

て運営できましたのは貴財団の温かな応援があって

のことと感謝申し上げます。

貴財団の益々のご伸展を心よりお祈り申し上げます。

助成先の展覧会の様子：田中 悠　陶芸作品
BIWAKOビエンナーレ2018（滋賀県近江八幡
旧市街で開催する現代美術の国際芸術祭）

音楽を対象とする専門的研究活動を対象として助成します。＜公募制推薦＞

音楽に関する研究への助成

オーケストラ・オペラ・室内楽等の日本のプロの音楽団体が主催する、高度な芸術水

準を有する創造的な音楽公演を対象として助成します。また、それに伴う文化芸術の

普及および育成も含みます。ただし、外国で開催されるものは、日本で企画するもの

に限ります。

音楽公演（オーケストラ・オペラ・室内楽等）への助成

美術に関する研究成果の出版に対して助成します。（対象範囲は西洋美術史、日本・東

洋美術史、現代美術、芸術運営・支援などの研究とします）＜公募制推薦＞

美術に関する研究への助成（出版助成）

日本の美術館・博物館もしくは団体が、企画、開催する絵画・版画・彫刻等の展覧会

で、企画性に富み、芸術的、社会的に価値の高いものを対象として助成します。ただ

し、外国で開催されるものは、日本で企画するものに限ります。

美術展覧会（絵画・版画・彫刻等）への助成

芸術文化部門では、美術、音楽の芸術文化活動や優れた研究活動を

支援することにより、日本の文化の向上発展に寄与し、

こころ豊かな社会の創造に貢献したいと考えています。

芸 術 文 化 部 門 に お け る 助 成 活 動 助 成 対 象 団 体 か ら の メッ セ ー ジ

美術の出版助成にて刊行された本
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美術展助成

カスヤの森現代美術館

　「花王芸術・科学財団」設立30周年を迎え、これま

での30 年の軌跡を綴る記念誌が刊行されるにあたり、

謹んでお祝いを申し上げます。

　私共が毎夏催します「草津夏期国際音楽アカデミー

＆フェスティヴァル」も昨年 40 年という節目を迎え

ることができました。

　振り返りますと、私共の発足当初は、貴財団の設

立母体である花王株式会社様より多大なるご支援を、

その後は貴財団から幾度となく活動への助成をいた

だきました。こうして私共が今日を迎えられました

のも、ひとえに貴財団と共に歩ませていただけたか

らであると深く感謝いたしております。これからも

時代の流れにそった音楽活動に尽力することをお誓

い申し上げます。

　今後も貴財団の音楽文化の普及振興へのご寄与とご

指導をお願い申し上げますと共に、さらなるご活躍と

ご発展をご祈念申し上げ、お祝いの言葉といたします。

音楽公演助成

公益財団法人 群馬草津国際音楽協会

当音楽祭は、地方交響楽団の草分け的存在である群馬交響楽団の
スキルアップと日本の若手音楽家の人材育成を目的とし、アスペン
音楽祭などを参考に誕生しました。アカデミーには、毎回200名を超
える生徒が参加しております。

草津夏期国際音楽アカデミー

1994年4月、日本及び海外の現代美術作家の作品を紹介するた
めに開設。常設展示として、ドイツのヨーゼフ・ボイスや李禹煥、他
に企画展として年間5回ほど70年代以降の現代作家の作品を紹介
している。

カスヤの森現代美術館

※いずれも1件あたりの助成限度額を100万円とし、規模、内容等を勘案して個々に額を決定します。



花王科学賞授与の様子 受賞者および選考委員長、財団関係者との記念撮影

助成活動

花王科学奨励賞  ※１

「表面の科学」の〈化学・物理学分野〉と〈医学・生物

学分野〉における、独創的、先導的な研究をしてい

る 35 歳以下の研究者を対象に助成します。（例外

として、36 歳以上となる博士の学位を取得後 4 年

以内の者を含む。）

科学技術部門では、未来を担う研究者の支援を通じて、科学技術の振興発展に寄与し、

日本発のイノベーションへ貢献したいと考えています。

「花王科学賞」の贈呈と記念講演会、助成対象者への「花王科学奨励賞」授与および

研究成果発表会を同日に行ない、交流会も開催しています。過去の顕彰・助成対象の

皆さまに、研究支援の意義や受賞後の変化、感想やご意見をいただきました。

科 学 技 術 部 門 に お け る 助 成 ・ 顕 彰 活 動

顕彰活動

「表面の科学」の〈化学・物理学分野〉と〈医学・生物

学分野〉の基礎・基盤研究の振興と若い研究者の育

成に貢献することを目的として、国内の国公私立

の大学、または研究所等において本人の主体的な

研究によって独自の成果を挙げた45歳以下の研究

者に「花王科学賞」を贈ります。

花王科学賞  ※2

＜化学・物理学分野＞

固体表面、固液界面、触媒、超微粒子、コロイド、

分子集合体、ナノマテリアルなどにおける新規な作

成法、計測法、新規物性発現、機能創出、デバイス

展開など界面と表面の科学に関する研究

＜医学・生物学分野＞

生物個体が外界や自らのもつ内腔（腸管、気管な

ど）に接する部位や、脈管系（血管、リンパ管など）

を形成する表皮、上皮、内皮の各細胞およびその付

属器官や関連する生理機能を対象とする、個体、臓

器、細胞または分子レベルの医学・生物学

「表面の科学」の〈化学・物理学分野〉と〈医学・生物学分野〉の対象は以下の通りです。
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顕 彰 者 ・ 助 成 対 象 者 の 声  （敬称略）

自分のこれまでの研究は、比較的専門性が高く、一

般的に認めてもらうのは難しいと思っていたが、花

王科学賞を受賞したことで、社会的に承認された気

持ちになり、大きな励みになった。また表彰式での

講評で、数年前に候補に上がってからの研究の発展

が評価されたと聞き、きちんと見ていただいている

ということに感銘を受けた。表面の科学という研究

分野は大変興味深く、また気鋭の若手に注目をし、

評価する賞であることに魅力を感じている。研究人

生の総決算ではなく、これからのキャリア形成の糧

になるような表彰であると感じている。

花王科学賞　医学・生物学分野　平成30（2018）年度

森本 充 （現所属：理化学研究所生命機能科学研究センター）

受賞をしたことで、自分のそれまでの研究を振り返

り、分野の中の自分の立ち位置を確認でき、それを

踏まえて、次に何を自分の研究の軸にするかを考え

ることができた。

自分がいただいたのは奨励の意味が強いと感じた

が、記念講演では沢山の方々にご聴講いただき、そ

の後に懇談する機会があり、とても励みになり勉強

になった。

この財団や賞については、まだこれからの若い人た

ちの中の良い芽を見つけ出し、光を当てて成長を大

いに助けるような賞であり続けてほしい。特に、基

礎科学分野の研究の強い後押しをお願いしたい。私

自身も大いに助けていただいた。本当にありがとう

ございました。

花王研究奨励賞（現：花王科学賞）　化学・物理学分野　平成16（2004）年度

近藤 寛 （現所属：慶應義塾大学理工学部）

研究助成　医学・生物学分野　平成28（2016）年度

津田佐知子 （現所属：埼玉大学大学院理工学研究科）

助教として赴任後開始した研究テーマを発展させよう

としていた際に、この財団の研究助成をいただけたこ

とは、経済的・精神的に大きな支えとなった。また、

本助成の研究成果発表会では、受賞者も少人数のた

め、同・異分野の他の受賞者とも密にディスカッショ

ンや交流が深められ、選考委員の先生方からは様々

なご意見をいただくことができたので視野・ネット

ワークが広がり、その後の研究遂行の力をいただけた

と感じている。異なる視点から自分の研究を見る良い

切っ掛けにもなるなど、その後の研究を考える上で大

きな意義があった。いわば、顔の見える研究助成とい

う点が、この財団の魅力かつ特徴ではないかと思う。

※１　平成29年度より研究助成を「花王科学奨励賞」とし、助
成金を100万円から200万円に増額。

※2　平成28年度の顕彰から、「花王研究奨励賞」を「花王科学
賞」に名称変更し、賞金を100万円から300万円に増額。（平成
10年度～13年度までは賞金50万円） 



花 王 佑 啓 奨 学 金

● 指定校制、要推薦、所得制限、諸条件　等あり。

出願する年の4月現在、財団が指定する大学の大学院（修士課程）1年に進学すること

が決定しており、下記の研究※を行う満30歳以下の正規学生であること。

■応募資格

北海道大学、東北大学、筑波大学、千葉大学、東京大学、東京理科大学、東京工業

大学、慶應義塾大学、北陸先端科学技術大学院大学、金沢大学、信州大学、名古屋

大学、立命館大学、京都大学、奈良先端科学技術大学院大学、大阪大学、大阪府立

大学、関西大学、神戸大学、岡山大学、広島大学、九州大学、長崎大学　

（2020年3月現在　23大学）

■推薦指定校

※〈化学・物理学分野〉　固体表面、固液界面、触媒、超微粒子、コロイド、分子集合体、ナ

ノマテリアルなどにおける新規な作成法、計測法、新規物性発現、機能創出、デバイス展開な

ど界面と表面の科学に関する研究 

● 給付期間　　最短修業年限 (大学院修士課程2年間)

● 奨学金　　　月5万円（年額60万円）を2年間給付。

● 人数　　　　7名程度／年

● その他　　　貸与型の奨学金制度との併用可能とし、給付型との併用不可。

■花王佑啓奨学金の概要

この奨学金は、当財団の元理事長の常盤文克氏（花王株式会社 元社長）による、優秀な学生たち

に夢と明るい未来を切り拓いてほしいとの思いを込めた寄附により、2017年に設立されました。 科

学技術分野での勉学に励む日本人学生のうち、学業優秀で高い自己の成長意欲を有しながら、経

済的な理由で修業が困難な学生に対して、チャンスをつかみ、明るい未来を切り拓いていく支援

の一助となることを目的としています。
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研究助成　医学・生物学分野　平成24（2012）年度

穂積俊矢 （現所属：株式会社セツロテック ［徳島大学発のベンチャー企業］）

助成金で、当時高価だった次世代シーケンサーを用

いた実験や抗体の購入などができた。

「表面の科学」というテーマは他の研究助成と比較し、

ユニークで面白く感じたのと、他の助成金は医学中

心のものが多い中で、この財団では、私のような基

礎生物学の申請も可能だったことはとても助かった。

その後、得られた研究成果を元に論文発表や学会で

の発表ができ、研究費獲得は学内の評価につなが

り、特任助教から助教への昇進につながったと考え

ている。

私は基礎生物学の研究者だったので、この財団の成

果発表で医学部の先生方による皮膚の科学に関する

発表には強い印象を受け、基礎研究でも医学に少し

でも貢献できないかと考えるようになった。

研究助成　化学・物理学分野　平成24（2012）年度

並河英紀 （現所属：山形大学理学部）

本研究助成は、私が現所属へ異動し研究室を立ち上

げる時期にいただいたが、そのおかげでスムーズな研

究の発進を行うことができ、新しい環境で研究を進め

るためのモチベーションにもなった。それが現在の研

究の進展にもつながっている。研究助成をいただけ

るだけでも大変魅力的だが、やはり「花王」というネー

ムバリューも他の研究助成にはない特徴だと思う。

私は化学分野にて採択されたが、扱っている現象が

生命システムにも関連しており、研究成果発表会で

は、関連する研究をされている医学系の先生と議論

をすることができた。普段の学会では決してお会い

することのない研究者と交流が持てたのは良い刺激

になった。引き続き、特に若手研究者を中心に支援

をいただけたらと思う。

研究助成　化学・物理学分野　平成22（2010）年度

大久保貴広 （現所属：岡山大学理学部）

研究費の状況が年々悪化していた中、異動により立

ち上げ間もない時期に貴財団からの研究助成は大変

ありがたく、研究の基盤を構築する上で有意義に活

用させてもらった。著名な選考委員の先生方により

採択を受けた時にはとても嬉しかったことを覚えてい

る。採択が励みとなり、モチベーションの向上と、研

究基盤を構築できたことで論文発表にもつながり、そ

の後、幾つかの学会での招待講演をする機会も得た。

私は化学分野の研究者なので、医学・生物学の研究

成果発表を拝聴しても全てを理解できている訳では

ないが、全く別世界の研究ではなく、色々なところ

でリンクしていることを実感できた点は良かった。

このような場がきっかけとなって、次の研究が立ち

上がる可能性もあるのではと感じている。助成金も

重要だが、助成を受けられたこと自体がモチベーショ

ンにつながり、革新的なアウトプットにつながるこ

とも多いと思うので、引き続き若手研究者への助成

をお願いしたい。

※当財団の助成・顕彰事業において、研究者の採択実績が一定の基準を満たした場合、指定

校として選定しており、毎年見直しをしています。



シ ン ポ ジ ウ ム の 開 催  （敬称略）

芸術文化と科学技術の融合を目指す研究の支援として、

その時々の課題や社会の関心事をテーマに取り上げ、

文と理の立場から多彩な講師をお招きしてシンポジウムを開催しています。

講演 ／ 『類人猿の眠りと人の眠り』　山極寿一
講演 ／ 『夢の社会・文化的背景』　堀 忠雄
講演 ／ 『生活スタイルの都市型化と睡眠障害』　井上雄一
講演 ／ 『睡眠健康増進のための現代生活』　白川修一郎
全体ディスカッション ／ 山極寿一 ＋ 堀 忠雄 ＋ 井上雄一 ＋ 白川修一郎

「社会の中の睡眠」　2003年1月25日（土）

類人猿の話から始まり、人の進化と眠りの関係、心理学的見地から夢と社会との

関わり、都市部における生活の変化と睡眠障害の関連性など、人間社会に社会

生活上の大きな変化がおこっている旨の提言がなされました。

基調講演 ／ 『心を映す顔』　原島 博
講演 ／ 『顔を見る心　その発達』　山口真美
講演 ／ 『顔は心の鏡である』　茂木健一郎
パネルトーク ／ （司会：頼近美津子）原島 博 ＋ 山口真美 ＋ 茂木健一郎

「心を映す顔」　2008年5月24日（土）

なぜ人は顔から心を知ろうとするのか。いい顔、いい心、いいコミュニケーショ

ンは三位一体であること、赤ちゃんの顔の認知と脳の発達との関わりや、顔と心

の関係を脳科学の視点から講演いただきました。顔は人間関係の科学であり、

社会全体が関係する科学でもあります。

基調講演 ／ 『表現される顔』　原島 博
講演 ／ 『顔には魅力がいっぱい』　田沼武能
講演 ／ 『ほとけの顔もなんとやら ～仏像のお顔のはなし～』　籔内佐斗司
講演 ／ 『ゼロ“0”の顔』　三林京子
パネルトーク ／ （司会：頼近美津子）原島 博 ＋ 田沼武能 ＋ 籔内佐斗司 ＋ 三林京子

「表現される顔」　2007年6月23日（土）

世界各地で撮られた子供の写真とその背景となる社会、仏像分類の初歩につい

てと、仏像を構成するパーツが持つ意味を製作中の仏像を解体しながら解説、演

技をしていない無防備な時に現れる顔がその人の本質であり、女優として笑いと

いう演技が最も難しいなど、顔の表現について多彩な講話をいただきました。

基調講演 ／ 『進化し続ける顔』　原島 博
講演 ／ 『顔からさぐる私たちの由来』～好きでこういう顔をしているわけではない～
　　　  馬場悠男
講演 ／ 『男と女が顔から読みとるもの』　長谷川眞理子
講演 ／ 『ロボットの顔』　石黒 浩
パネルトーク ／ （司会：頼近美津子）原島 博 ＋ 馬場悠男 ＋ 長谷川眞理子 ＋ 石黒 浩
　　　　　　

「進化し続ける顔」　2006年11月11日（土）

進化する顔の工学的分析、人類学的視点からみた顔の進化、男と女という２つの

性の立場からの進化、ロボットの顔にみる進化など、顔の進化について様々な

学問的見地から講演いただきました。後半は、４名の講演者による「進化し続け

る顔の未来」について討論がなされました。

顔は万国、万人の共通語である。３回のシンポジウムを通じ、進化・芸術・心や脳といった視点から顔に関す

る様々な話題を取り上げ、顔の持つユニークさと魅力について理解を深める。

「顔と文化」シリーズ

日本人の睡眠時間は世界的にみても不足がち。健康ブームの昨今、病

気ではないけれど健康とは言えない病気未満の人が増える中、睡眠の

質に関する関心が社会全体に高まっている。医学的なアプローチはも

とより、文化人類学、社会学、心理学等の見地から“睡眠”を解剖。

「社会の中の睡眠」
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　「これからの家族を考える」シリーズ 「しがらみときずな」パネルトーク



東日本大震災以降に私たちの中で芽生えた“より良く生きるとは”、“こころ豊かに生きるとは”というテーマを

基軸に、くらし・町づくり・心のケアを中心に考察。

「美しい生き方を考える」シリーズ

最も身近なコミュニティである家族に着目し、家族と個人の関係や動物学・遺伝学的な視点から家族を考え、

家族と生きるとは、を各々に問いかける。

「これからの家族を考える」シリーズ

プロローグ ／ 『改めて家族を考える』　原島 博
基調講演 ／ 『家（いえ）から連（れん）へ』　田中優子
パネルトーク ／ 原島 博 ＋ 田中優子 ＋ 橋谷能理子 

「かわる家族かわらぬ家族」　2018年11月20日（火）　

江戸時代の人間関係の特徴である「連」や、社会の協力関係の中に自由を見出

してきた江戸時代と現代との「家族」の相違をお話しいただきました。パネル

トークでは、江戸の歴史に学び「家族」の枠を解放した先に、これからの家族

の未来を示唆する議論がなされました。

基調講演 ／ 『心豊かに生きるための心構え』　鷲田清一
パネルトーク ／ （司会：酒井ゆきえ）原島 博 ＋ 小池一子 ＋ 鷲田清一 

「心豊かに生きる」　2014年12月8日（月）　

幸福感や希望だけではなく、傷心や切ないものすべてが「心の豊かさ」である。

個々の個性を活かして心豊かに生きるための心の在り方について、哲学者的視

点を核に、「美しい生き方を考える」シリーズの総括を行ないました。

プロローグ  ／ 『家族とは何なのか？』　原島 博
基調講演 ／ 『人間家族の由来と未来 ― ゴリラからＡＩまで』　山極寿一
パネルトーク ／ 原島 博 ＋ 山極寿一 ＋ 大橋未歩 

「進化しているのか家族」　2017年11月17日（金）　

人類の進化と家族形態のルーツ、そして AI 時代にあるべき家族像として、互酬

性に支配された集団（経済的、効率的、ルール優先）ではなく、対立や矛盾を

許容し、見返りを求めず、直観力と共感力を高めあうことが必要とのお話をいた

だきました。パネルトークでは、山極先生の熱いメッセージに触発され、多くの

示唆に富む議論が展開されました。

「自然・人・文化のつながりの中で生きる」　2013年11月29日（金）　

震災をふまえてこれからの日本に必要不可欠であろう「つながり」が、ここ百年

から数十年で大きく変化している。また、自然を生きる道具として扱う西欧的な

世界観ではなく、循環の流れに乗って人間が生きていくことをイメージした世界

観をもつことが必要であり、「自然・人・文化のつながり」に感謝する気持ちが、

すべてにおいて必要との講話をいただきました。

プロローグ ／ 『シンポジウムの意図するもの ～つながりの大切さ～』　原島 博
基調講演 ／ 『つながりを活かす街づくり ～建築からみた人と文化のつながり～』
　　　　　  内藤 廣
パネルトーク ／ 原島 博 ＋ 内藤 廣 ＋ 牧 大介 ＋ 織作峰子 

問題提起 ／ 『なぜ今、家族なのか？』　原島 博
基調講演 ／ 『宿命としての家族』　山田太一
パネルトーク ／ 原島 博 ＋ 山田太一 ＋ 須磨佳津江  

「しがらみときずな」　2016年11月28日（月）　

時代が変わっても家族の本質は変わらないことや、家族のリアリズム、しがらみ

ときずなが表裏一体で見方によって変わることなどを講話をいただきました。パ

ネルトークでは家族の問題と日本社会の変革がリンクすることや、家族にとって

の食卓の重要性など活発な議論がなされました。

「未来につなぐライフスタイル」　2012年11月17日（土） 

日本人の美意識・伝統美、自然の力を技術に活かすネイチャーテクノロジー、作

品を通じて老いを楽しむ姿勢など、豊かに生きるために、芸術とテクノロジーの

果たす力について講話をいただきました。パネルトークでは、例えばアートが

縦糸ならば自然科学は横糸であり、これをうまく編み上げることで、新しい価値

を生み出していくのだという提言がなされました。

プロローグ ／ 『美しいくらしをもとめて』　小池一子
講演 ／ 『自然のすごさをかしこく活かす』　石田秀輝
講演 ／ 『芸術の持つ力』　やなぎ みわ
パネルトーク ／ 小池一子 ＋ 石田秀輝 ＋ やなぎ みわ 
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歴 代 役 員 ・ 評 議 員 一 覧  （2020年3月31日現在／敬称略）
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  2010年10月1日より公益財団法人 花王芸術・科学財団に移行

理事長

理事

常務理事

監事

評議員

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 20201990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004
年度

役職

砂本順三

國武豊喜

黒木登志夫 

野見山暁治

小池一子

酒井忠康

小林研一郎

水沢　勉

雑喉　潤

中山善郎

原島　博

植木　浩

正田　修
濱口博史

織作峰子

三善　晃

如月小春

渡邉正太郎 蜂谷國彦 中川俊一 平峰伸一郎 青木　寧

村上陽一郎
佐々木住明 高石尚武 武馬吉則沼田敏晴

雪山行二

中井　武

木島俊介

塚田　捷

今井通子

丸田芳郎 中川弘美 常盤文克 後藤卓也 田博至 尾﨑元規

海老澤　敏 （2018年6月26日から特別顧問就任）

中村孝義

黒木登志夫

小安重夫

宇井理生 （2018年6月26日からは特別顧問就任）

福井謙一
三浦朱門

丹羽正明

遠山一行

河北倫明
桑原住雄

富山秀男

酒井忠康

雪山行二

植木　浩

中山公男

井上祥平

國武豊喜

井口洋夫

関口義久 笠原秀夫 清岡秀明 嶋田実名子 石渡明美篠﨑邦紀

北原正敏

松本正雄 浅田永治
茂木繁一 大丸司郎 蜂谷國彦 山本照雄 星野一郎 藤居勝也 桂田和也 吉岡和幸

竹安　将



歴 代 選 考 委 員 一 覧  （2020年3月31日現在／敬称略／ 印は選考委員長）
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芸
術
文
化
部
門

美
術
分
野

音
楽
分
野

科
学
技
術
部
門

化
学
・
物
理
学
分
野

医
学
・
生
物
学
分
野

奨
学
支
援

1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004年度
部門

柳田素子
天谷雅行

堅田利明

黒木登志夫
飯塚　一

石川冬木

川島　眞
玉置邦彦
小安重夫

宇井理生

飯野正光

岩澤康裕

村上陽一郎
砂本順三

金子克美
岡畑恵雄

塚田　捷

井上祥平 西出宏之
下村政嗣

井口洋夫 國武豊喜

相田卓三
中村元一時光一郎

石井保夫 長谷　正

塚田　捷

桑原住雄

今井通子
如月小春

河北倫明

野見山暁治

中山公男

中山善郎

雪山行二
小池一子
水沢　勉

古田　亮
渡部葉子

小佐野重利

富山秀男
酒井忠康

木島俊介

遠山一行
植木　浩

小林研一郎
三善　晃
関口義久

雑喉　潤

楢崎洋子
三宅幸夫

西原　稔
飯森範親
善積俊夫

海老澤　敏

坪能克裕

丹羽正明



　設立 30 周年の節目を迎えまして、これまでに当財団へご支援・ご指導をいただ

きました多くの方々に、厚く御礼を申し上げます。

　本誌の作成にあたりましては、当財団の特徴でもある「芸術」と「科学」の支援を

併せ持つ、特徴ある財団となった経緯につきまして、当時にご尽力をいただいた

方々から、とても貴重なお話を伺うことができました。財団設立への思いと、さ

らに進化・発展へ込められた思いを30年間の軌跡として刊行いたしました。

　原稿をご執筆いただきました方々をはじめ、ご協力をいただきました皆さまに、

心から感謝を申し上げます。

令和2（2020）年7月

公益財団法人 花王芸術・科学財団

事務局

石渡　明美 （常務理事兼事務局長）

長谷　正 （事務局次長）

藤岡　恵子

菅波　利恵

あ と が き

公益財団法人 花王芸術・科学財団

公益財団法人 花王芸術・科学財団

トッパンエディトリアルコミュニケーションズ株式会社

凸版印刷株式会社

令和2（2020）年7月1日

発 行
編 集
制 作
印 刷
発 行 日

公益財団法人 花王芸術・科学財団 30周年記念誌

数字で見る花王芸術・科学財団

1990年の財団設立以来、30年間で行なった支援

※2020年3月31日時点での拠出額

2,309件  15億2,095万円

科学技術部門＜内訳＞

芸術文化部門＜内訳＞

音楽公演助成

944件
（6億1,855万円）

美術展覧会助成
594件
（4億2,930万円）

研究者支援（研究助成・顕彰）

230名
（1億2,295万円）

音楽公演助成

944件
（6億1,855万円）

美術展覧会助成
594件
（4億2,930万円）

研究者支援（研究助成・顕彰）

230名
（1億2,295万円）

音楽公演助成

944件
（6億1,855万円）

美術展覧会助成
594件
（4億2,930万円）

研究者支援（研究助成・顕彰）

230名
（1億2,295万円）

研究者支援（研究助成・顕彰）

259名
（2億9,750万円）

奨学支援

18名
（1,860万円）

国際会議助成

２６４件（3,405万円）

66


